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1・はじめに 

●第二次世界大戦中の大祖国戦争（独ソ戦争）勃発後、ソ連指導部がやったこと＝ 

●コミンテルンがやったこと＝ 

●特別ラジオ放送 

●ピュッターの著書で知った放送（表で挙げた以外） 

●本報告の目的 

「幽霊の声」放送の送信期間［放送期間］、所在地、技術仕様、組織形態［機関］、職員、送信時

間とプログラム構成、特徴、反響については、ピュッターのものを紹介しながら、「幽霊の声」放送

がどのようにして生まれ、展開し、終了したのか、つまり「幽霊の声」放送をめぐる動きを明らかにす

る 

 

2・「幽霊の声」放送とは何か 

●ドイツ国家の放送局の放送を、騒がしい騒音を立てることによって、完全に聞こえないようにする

か、または野次もしくは挟み込みを飛ばすことによって、放送にコメントするもの 

●叫び・スローガン 

●「幽霊の声」放送の目的 

●通常のラジオ放送と比較すると、 

●放送の組織形態・機関 

●放送の送信期間 

●放送の所在地 

●技術仕様 

 

3・放送に従事した人々 

●ドイツ語： 

 リヒャルト・ギプトナー：「幽霊の声」放送責任者、アナウンサー、差し挟む歌の作曲家 

 アントン・アッカーマン：アナウンサー 



 フリードル・フュールンベルク：アナウンサー 

 ブルーノ・ケーラー：アナウンサー 

 ヨハン・コプレニッヒ：アナウンサー 

 ポール・ヴァンデル：アナウンサー 

●ポーランド語：ユリウス・ブルギン 

●ブルガリア語：スタンケ・マレク（スタンケ・ディミトロフ＝マレク）、レジーナ・イサコヴナ・カシェル 

●フィンランド語：アルマス・エイキヤ、アアルネ・ホルクネン 

●チェコスロバキア語：ヤン・スヴェルマ 

●ハンガリー語：ベーラ・サーント 

●チェコ語：ヴァーツラフ・コペツキー 

●イタリア語：ジュリオ・セレッティ、ルッジェーロ・グリエーコ（？） 

 

4・放送の開始と展開 

●「幽霊の声」放送にかんする最初の動き 

●実践段階目前の状況 

●実践段階 

●ソ連側との連携 

●総括と特別編集室設置 

●ブルガリア語の「幽霊の声」＝「ナロデングラス」の開始 

●10月から 1942年 1月まで、「幽霊の声」に関する記述なし 

●二月後半からの「幽霊の声」の新たな試み 

●「幽霊の声」の別の試み実施 

●特別ラジオ放送同士のラジオ・プロパガンダの連携 

 

5・新たな展開から終了まで 

●「幽霊の声」の新たな言語＝フィンランド語 

●ドイツ語放送の不調とハンガリー語、チェコ語の「幽霊の声」登場 

●フィンランド語「幽霊の声」、2波に 

●「幽霊の声」のドイツ語問題進展 

●ブルガリア語の「幽霊の声」への指示、さらに具体化、そしてマレクの逸脱 

●マレクはお咎めなし 

●再び具体的な指示、過度な要求 

●マレクの監視と「幽霊の声」の限界、活動終了へ 

 

6・ゲシュタポの反応と対策 

●「幽霊の声」放送にかんする報告 

●対策を講じたゲッベルスの宣伝省、自分たちの放送に支障をきたすことに 

●「幽霊の声」の浸透は進む 

●不可能な「幽霊の声」への対策と国民の士気低下へ 

 

7・おわりに 

●新たに開始された放送の方法が「幽霊の声」 

●「幽霊の声」成功の要因 



●幅広い展開が見られた「幽霊の声」 

●同盟国への影響 
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研究ブログ：国際放送史研究のブログのブログ

http://ibroadcastinghistory.cocolog-nifty.com/blog/ 
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